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機能共鳴分析手法[2]

FRAM:Functional Resonance Analysis Method

FRAMは成功している「普段の活動」に目を向けた分析を行う

機能を定義
各頂点を側面として6つ定義
側面は入力・出力・前提条件・
資源・時間・制御

機能間を線で繋ぎ、パフォーマンス変動を分析
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今後の課題

・FRAMモデルの機能とその間の共鳴について、プログラムで
どのように表現し、モデル検査として行っていくか

→反例の抽出からモデルに含まれる問題や曖昧さを指摘

・FRAM変換手法の改善について提案

研究進捗

□航空交通管制レーダーの例[3]を用いた変換例

□iSPINを用いたSPIN環境によるモデル検査

・ MATLAB/Simulinkのモデルについて実際に変換を行った
ケーススタディー
・ 実際にはSubsystem「Rader」をより詳細化したFRAM

モデルへの変換も行っている。

研究の内容

本研究では…

・変換手法の改善
・変換後FRAMモデルへのモデル検査ツール適用による解析
・Subsystemを追加することによるシステムの品質向上提案

先行研究[1]

MATLAB/Simulink

モデルに対して
機能と側面の同定

Simulinkモデルを
FRAMモデルに
変換する方法

MATLAB/SimulinkモデルのFRAMによる安全分析をモデル
検査によって検証する
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